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ふと振り返る 70 年

渡辺　晋　（１４回卒、隠退）

　私の入学は神学校が「鶴川」に移った年です。

入学試験は東京の富士見町教会でした。

　入学式は旧男子寮の前で、建物と言えば男

子寮と畜舎のみでした。その後つづけざまに

食堂、ストーン記念館（校舎）……と完成し

ました。教室は寮の空室でした。保育科の学

生さんたちは近くの石田さんから借りた家の

仮の寮からの通学でした。

　入学式の日の私の小さなハプニングです。

試験の当日、室野玄一先生にたずねました。「学

校へはどのようにして行けばよいのでしょう

か」と。すると、「鶴川駅で降りて渕野辺の方

に向かって歩き、大きな双またになったら右

へ右へと歩くと学校に着きます」とのことで

した。どんどん歩いても歩いても到着しませ

ん。式の時間はせまっているし、歩いている

人に「野津田はどのあたりでしょうか」とた

ずねました。すると「ここは真光寺です。野

津田は……です」とのこと。到着した時はも

う間もなく式が終わるところでした。似たよ

うなことはこの後もありました。

　さて、それからの日々、授業は午前、午後

は農作業であちらこちらの抜根もしました。

　神学科、保育科、農業研修科と現在のアジ

ア学院の前身、東南アジア農村指導者養成所

などいろいろな面でニギヤカな日々でした。

　お客様、見学者の方たちも多勢、毎日のよ

うに来ました。外国人の方も多い感じでした。

　ある日のことですが記念館の完成後、ある

人たちがそのまま入っていくので、私はスリ

ッパを並べました。すると一人の教師に「こ

の人たちにはスリッパは要らないのだ」とか

なり強くいましめられました。学校の日々の

ひとコマです。

　日本でも大きな出来事のあった年です。日

本でのそれは、「オリンピック」です。

　私の卒業証書は第 100 号です。校長は武藤

健です。

　当時の神学校の、卒業して教会に招かれる

者の姿勢に対する基本的な立場は「招かれた

者は先の教会の様子などを調べてみたり、聞

いてみたりしてはならない。唯『ハイッ』と

返事をしてそこへおもむけ」というようなも

のだったと記憶しています。ある神学校の卒

業生たちはまず先方の諸条件をたずねるそう

だ、とおどろいたり……センセーショナルな

空気でした。

　私の招かれたところは東北教区のラクーア

伝道で、出来た教会でした。はじめて教区総

会に出席した時にそのころあの教区では名の

ある牧師さんに「君があの教区の牧師？　あ

んな教会がたくさん出来たので我々の負担が

大きくなるんだ」と言われて、キョトンとし

たりもしました。

　私の収入は殆ど 0 に近いものでした。とう

とうＫ先生に私の今の気持を伝えました。す

ると「君はそこで死ぬんだ。死ね」と言うよ

うなお返事をいただきました。そうか私はこ

こで死ぬのかとおもうと意外と胸のあたりか

らすーっと何かが抜けていくような感じのし

たこともあり、このことが以来 40 年近く牧師

をつづけられたのかな？と思ったりして自分

のことのような他人事のような少しばかり複

雑な気持になります。

　2002 年 3 月 31 日の礼拝を守って、仕えて来

た 2 つ目の教会を辞任し、引退をして今日に

至っております。

　50 年余り一緒に生活して来たつれ合いは 17

年前に発症したパーキンソン病との闘病生活

を終えて去る 2019年 8月 27日、召されました。

つれ合いの君子は農伝を愛し、病を得た前後

からは自分も農伝卒と思うようになり、それ

までより強い思いをもって入学式や卒業式、

農伝デーなどことある毎に農伝へ一緒に出掛

け続けました。

　今はこの業にいそしんで来られたことを、
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ての日々だったんだとすべてを感謝し

てすごしております。

農村伝道神学校後援会だより NO.118

渡辺晋先生 当時のストーン記念館 （校舎）
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2019 年度　農村伝道神学校後援会会計報告 2019 年 6 月 1 日～ 2019 年 8 月 31 日（　）内の数字は回数で、金額はその合計です。

後援会献金（団体） 

石川地区教会婦人会

連合 16,250

下谷教会婦人会 

 20,000

鶴川シオン幼稚園ク

ローバーの会 10,000

那須塩原教会 10,000

西東京教区婦人委員

会 10,000

立教女学院 40,000

合計 6件 

金額 106,250

後援会献金（個人） 

雨宮　剛 5,000

市村　翠 3,000

伊藤　誠之 10,000

井上したふ 3,000

太田　一男 2,000

奥田　信夫 3,000

表見　聖 3,000

狩野登美子 5,000

倉田　一郎 3,000

栗原　健 2,100

小泉　晴子 3,000

小原　敏 10,000

小柳　伸顕 3,000

三枝　智子 10,000

佐々木英之助・和子 

 3,000

佐々木ちじゑ 1,000

三宮　千枝 3,000

嶋貫　春江 3,000

諏訪　昭子 5,000

関根浩介・譲 3,000

宗万利行・広美 2,000

武田　利邦 10,000

田中　暉彦 5,000

月本　昭男 5,000

寺島　順子 5,000

中江　禮子 5,000

西村保與子 15,000

野崎　典子 10,000

原　誠 3,000

福澤　益代 5,000

藤村誠・耀子 3,000

牧村元太郎 10,000

真崎　麗子 5,000

松田　陽子 20,000(2)

森田　恵子 5,000

柳　和吉 3,000

山鹿　文子 3,000

吉村　時男　 2,000

ロバート＆圭子ウイッ

トマー 20,000(2)

渡辺　利彦 5,000

合計 41 件 

金額 224,100

記念日他献金（団体） 

明治学院 24,000

合計 1件 

金額 24,000

記念日他献金（個人） 

粟屋　曠 5,000

石坂　桂子 10,000

井上　勇一 5,000

岩﨑　和子 5,000

大久保洋子 5,000

上内　鏡子 2,000

川島　堅二 5,000

河野　通久 3,000

木下　良子 5,000

吉良　保子 5,000

越石　利明 5,000

小林利明・恒子 4,000

崎山　待子 5,000

佐々木　満 5,000

菅野百合子 3,000

鈴木　一宏 5,000

高倉　謙次 3,000

髙田　和彦 1,000

高寺　幸子 5,000

高谷　三郎 5,000

田村　恵子 5,000

張　連　淑 10,000

外池いずみ 100,000

夏梅　文和 5,000

長谷川やよい 3,000

八田満千子 10,000

早川三南子 5,000

深澤　正勲 2,000

藤田　直美 5,000

三川　行雄 3,000

水谷カヲル 3,000

宮　タズ 5,000

山田美知子 5,000

山本　美保 10,000

合計 33 件 

金額 262,000

ひとつぶ献金 

生田教会 85,000

荻窪教会 34,900

軽井沢追分教会 

 35,800

鶴川北教会 50,000

鶴川教会 90,500

なか伝道所 1,200

まぶね教会 19,300

水元教会 12,600

合計 8件 

金額 329,300

事務局だより

◇関東地方に上陸した台風１５号は、各地に大きな被害

を残しました。心よりお見舞い申し上げます。今回の台

風は農伝の被害も大きく、研修棟の屋根が大きくめくれ

調査を待たなければ正確なところは判明しませんが相当

な被害のようです。また倒木や、雨による道路の損壊、

実習農場や貸し農場の風水害など多くの被害となってい

ます。当面の倒木や道路の損壊など、池迫教師陣頭指揮

でご本人はもとより、在寮神学生など総出で手当にあた

っておられました。どうぞ安全に必要な復旧がなされま

すよう願っています。農伝はこれから最も農伝らしい里

山の秋を迎えます。程よい雨が地を潤す平穏なシーズン

でありますよう願っています。

◇後援会だより１１８号をお送り致します。１ページは

渡辺晋先生に寄稿いただきましたがご依頼中におつれ合

いを亡くされました。先生は農伝がこの地に移って初期

の頃を良くご存じで、今も残るお茶畑のこと、百合の木

やイチョウの木のことなどなど当時のいきさつについて

も改めてお書き頂ければと思っています。

◇２ページに後援会の新実務委員をご紹介いたしました。



後援会の活動を通し、新たに農伝に出会いサポーターと

してご奉仕下さることに感謝致します。どうぞ、お支え

下さいますよう宜しくお願い致します。

◇３ページに７０周年グッズや新作のグッズ、献品図書

のご紹介を致しました。陶芸品は一度に余り数が出来ず

売り切れとなることがありますが、次の制作計画もあり

ますので少しお待ち頂くこととなります。また献品図書

については、部数に限りがありますのでご了承ください。

キャンドルホルダーは、生の孟宗竹を用い、屋外でも室

内でも優しいローソクの炎が揺らぎます。どうぞお求め

ください。

◇下記に８月までの献金状況をご報告致します。大変厳

しい状況となっております。どうぞ引き続きお支え下さ

いますよう宜しくお願い致します。

尚、献金について税控除の有無についてお問い合わせが

ございますが、後援会献金はその対象になりませんが、

高額、一括献金など学校への直接献金で控除手続きが出

来ますので学校事務室へお問い合わせください。

2019 年度後援会会計報告 2019 年 4 月 1 日～ 2019 年 8 月 31 日現在

収　　入（献金・他）

後 援 会 費 （団体）

　   〃　   （個人）

記念日他献金（団体）

　   〃　   （個人）

ひとつぶ献金（団体）

グッズ / コンサート

　合　　　　　 計

献金区分
2019年度 (4月～8月） 前年度同期

前年同
期比
 (％ )

件数

12

63

6

48

15

144

金額 (円 )

412,250

420,600

248,148

344,000

535,100

58,200

2,018,298

件数

13

103

9

83

11

219

金額 (円 )

458,642

1,225,500

65,500

570,358

514,000

59,300

2,893,300

90%

34%

379%

60%

104%

98%

70%


